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京都商工会議所中小企業経営相談センター 　〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル　TEL 075-212-6467編集発行

知恵産業のまち・京都の推進

京都商工会議所

無担保・無保証人・低金利無担保・無保証人・低金利

事業所のある行政区の各支部へご相談ください（下記地図参照）

小規模事業者のための
経営改善資金融資制度
マル経  資金融資

●返済は元金均等月賦返済（残債方式で、利息は毎月減額）
●信用保証協会による保証も不要
●融資限度額の範囲内で、マル経の借替の利用もＯK
●返済期間は、設備：10年以内　運転：7年以内
　（運転資金1年以内、設備資金2年以内の据置も可）
※ご相談の内容によっては、ご希望に沿えない場合があります。

●従業員数が20人以下（商業・サービス業
　では5人以下）の事業者の方
　（ただし、法人役員、家族従業員、パートは除く）

●従前から商工会議所の経営指導を受けている方
●所得税・法人税・事業税・住民税を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種の方
●京都市内で、最近１年以上営業している方

融資の条件

利用の対象 融資限度額
1,500万円
（設備・運転を併せた限度額）

金　利
1.85％

（平成22年9月10日現在）

（手数料無料）

ご相談
ください

TEL 075-212-6467・6460
FAX 075-256-9743
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル6階・1階

（上京区・中京区・下京区・
　　　　 東山区・山科区）

本部・洛央支部
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京都新聞社

TEL 075-314-8771
FAX 075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション１階

（右京区・西京区）洛西支部
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が
ん
ば

る経
営

応 援 し ま

す
！

TEL 075-701-0349
FAX 075-791-8505
京都市左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階

（北区・左京区）洛北支部

アトリエフォー
1階
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商工会議所の推薦による
国（日本政策金融公庫）の融資制度です

　ち
ょ
っ
と
し
た
経
営
の
課
題
や

法
律
・
税
務
な
ど
専
門
的
な
相

談
、運
転
資
金
や
設
備
資
金
な

ど
の
悩
み
、従
業
員
の
福
利
厚

生
や
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

…
。
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
は
、「
中
小
企
業
経
営
相
談

セ
ン
タ
ー
」に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、市
内
四
ヵ
所

に
支
部
を
設
置
し
、経
験
豊
か

な
経
営
支
援
員
が
多
様
な
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の

相
談
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ら
な
る
利
用

環
境
の
向
上
と
経
営
支
援
活
動
の
強
化
を
め

ざ
し
て
、各
支
部
の
移
転
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
九
月
、洛
央
支
部
が
烏
丸
御
池
か
ら
京
都

商
工
会
議
所
ビ
ル
一
階
に
移
転
し
た
の
を
は
じ

め
、洛
西
支
部
、洛
北
支
部
、洛
南
支
部
が
そ
れ

ぞ
れ
大
通
り
に
面
し
た
ビ
ル
一
階
の〝
路
面
〞へ

と
順
次
移
転
を
完
了
。最
寄
り
の
駅
な
ど
に
も

近
く
な
り
、利
便
性
が
さ
ら
に
向
上
し
ま
し
た
。

各
支
部
と
も
遠
く
か
ら
で
も
分
か
り
や
す
い
看

板
を
掲
示
し
、事
務
所
も
ガ
ラ
ス
張
り
で
オ
ー
プ

ン
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、個
別
の
相
談

ブ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、今
ま
で「
敷
居
が
高
い
」

と
感
じ
て
い
た
方
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
い
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
経
営

課
題
を
解
決
し
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
て

い
く
た
め
に
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も
身
近
に
相
談

で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
で
す
。本
セ
ン
タ
ー

で
は
各
支
部
の
移
転
を
機
に
、豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域
密
着
型
の
支

援
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。ま
す
ま
す
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
本
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
を
ぜ

ひ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

京都・中小企業応援センター発足！
専門家派遣を通じて、あなたの会社の
高度・専門的な経営課題の
解決をサポートします！

　「新商品・新サービスを開発したい！」「そろそろ後継者
に事業を譲りたい！」「ITを活用して業務を効率化したい！」
など、中小企業を取り巻く多様な経営課題の解決をお手伝
いすべく、経営支援員と中小企業診断士や税理士な
どの専門家が連携してサポートします。
　まずは、お気軽に本所の各支部、または知恵ビジネ
ス推進室の経営支援員までご相談ください。

【支援内容】
❶新事業展開
（経営革新認定・地域資源活用・農商工等連携・新連携）
❷創業、事業再生及び再チャレンジ
❸事業承継
❹ものづくりの高度化
❺新たな経営手法への取組み
（ITを活用した経営力強化、知的資産経営）

相談無料

■京都商工会議所　知恵ビジネス推進室
 TEL.075-212-6470
■㈶京都産業２１ TEL.075-315-8660
■京都府商工会連合会 TEL.075-314-7151
■㈶京都高度技術研究所 TEL.075-366-5222
■京丹後市商工会 TEL.0772-62-0342
■長岡京市商工会 TEL.075-951-8029

京都・中小企業応援センターとは･･･
　４月より、京都府内の６つの中小企業支援団体がコン
ソーシアムを結成し、「京都・中小企業応援センター」を
発足しました。
　お近くの支援機関でもご相談いただけます。

路面移転
で

  経営支
援活動を

強化

がんばる経営を強力にサポート

相談窓口がさらに身近で便利な存在に！
　中小企業・小規模事業者の皆様にとって最も身近な経営パート
ナー、それが「中小企業経営相談センター」です。相談窓口として市
内４ヵ所に設けている各支部のビル１階への移転も完了し、より便利
で親しみやすい存在へとパワーアップ！今まで以上にきめ細かく、地
域に密着した支援を行い、多くの皆様に満足を提供していきます。
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　明
る
く
広
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
様
の
目
線
に
立
っ
た
、フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
き
め
細
か
な
対
応
を

心
が
け
て
、皆
様
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
支
部
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
の
何
気
な
い
会
話
の
中

か
ら
、経
営
課
題
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、ご
要

望
が
あ
れ

ば
こ
ち
ら

か
ら
お
伺

い
い
た
し

ま
す
の
で
、

気
軽
に
お

声
が
け
く

だ
さ
い
。

がんばる経営
応援します

まずは経営支
援員 にご相談ください！

豊富な支援 で対応します！

利用者
の声

満足満点旅行企画 萬転（旅行業）
西河 豊治さん

　普段の経営はもちろん、事業に
活用できる助成金などの情報提
供や申請書作成でもサポートを受
けています。相談に親身に応えて

くれて頼れる存在ですね。「西陣の職人たち
と出会う旅」のＰＲツールも支援を受けて作
りました。また青年部の活動では異業種から
刺激をもらい、ビジネスにも役立っています。
（HP　http://kyoto-tabi.jp/nishijin/）

利用者
の声

いちなり（惣菜・弁当製造・販売）
戸髙 一也さん

 創業の方法が分からず相
談したのですが、事業計画
の立て方を教えてもらった
り、お得な融資制度や共済

制度を紹
介してもらったりと、本当に助かりまし
た。創業してからも継続的に経営相
談に乗ってもらっています。私にとっ
て、身近なパートナーですね。

地域を支える商店街。組合員のやる気や
能力、高めたいんだけどなぁ？

経営にはリスクがつきもの。
だからこそ、“もしも”の備えで
会社や従業員を守りたい

不安いっぱいのこのご時勢、
攻めも守りも、まずは資金あっての

ことじゃない？　地域の商店街や各業界の組合との共催で「経営改善講習
会」を開催し、組合員の経営力の向上や業界の振興を支援し
ています。講師を招いての最新の業界動向の勉強会や、

バスでの移動を伴った先進事例の見学会などをご企画の際
は、ぜひご相談ください。また、各界で活躍する講師を招く

「知恵産業・経営大会」の開催や“知恵”をキーワード
とした情報交換・異業種交流の場を提供するなど、
次代を担う“人財”を育成するサポート
事業も行っています。

　お近くの本部・支部には、経験豊かな
経営支援員が常駐しています。経営についての
ちょっとした悩み事から法律や税務など専門的な内
容まで、親身になって対応いたしますので、まずは
ご相談ください。必要により税理士、弁護士など専
門家が対応するほか、相談内容によっては経営

支援員が貴社を訪問して問題解決
をお手伝いします。

　お得な共済プランで、皆様の安心を実現します。取引先が
倒産した場合、掛金総額の10倍の範囲内（最高3,200万
円）で無担保・無保証人の貸付けが受けられる「経営セーフ
ティー共済制度」、安い掛け金で経営者や従業員の病気死亡
や不慮の事故による死亡・障害・ケガ・入院をワイドに保障す
る「京商はんなり共済」、さらに、大企業に負けない福利厚生

が魅力のアウトソーシング型福利厚生サービス
「ベネフィット・ステーション」など、安心・充実の
サポートプランで応えます。

　無担保・無保証人・低金利の「マル経融資（小規模事業者の
ための経営改善資金融資制度）」をはじめ、意欲あふれる中
小事業者をバックアップする「いきいき経営改革サポート」、
会員限定の有利な提携融資など、お得な各種融資制度をご
紹介。がんばる経営に必要な運転資金・設備資金など
金融面からサポートします。

※ご相談の内容によって、ご希望にそえない場合があります。
※融資制度によっては、融資お申し込みの際に別途金融機関及び
　保証協会の審査を受ける必要があります。

TEL 075-611-7085　FAX075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階南区・伏見区

担当行政区

洛
南
支
部

課
題
解
決
の一
歩
は

〝
会
話
〞か
ら

始
ま
り
ま
す
！

フレンドリーで親切丁寧な対応が支部のモットー

オープンスペースでの会話が課題解決の第一歩

　最
寄
り
駅
に
近
く
な
り
、よ
り

便
利
に
な
り
ま
し
た
。一
般
的
な
経

営
相
談
に
く
わ
え
て
、創
業
間
も

な
い
企
業
を
対
象
と
し
た
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、地
域
の
事
業
所
の
特

性
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
も
企
画

し
て
い
ま
す
。経
験
豊
か
な
経
営
支

援
員
が
、皆
様
の
お
困
り
事
、お
悩

み
事
に

じ
っ
く
り

耳
を
傾

け
ま
す

の
で
、ぜ

ひ
足
を

お
運
び

く
だ
さ
い
。

TEL 075-314-8771　FAX075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション1階右京区・西京区

担当行政区

洛
西
支
部

タ
イ
ム
リ
ー
な

支
援
で
皆
様
の

お
困
り
事
を
解
決

経験豊かな経営支援員が幅広い相談に応じます

奥にある個別ブースでゆっくりと相談できます

　無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利
の

経
営
改
善
資
金
融
資
制
度「
マ
ル

経
」に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、各

種
共
済
制
度
、セ
ミ
ナ
ー・
講
習
会

の
開
催
な
ど
、幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
。豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、「
来
て
よ
か
っ
た
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
地
域
密

着
型
の
支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

主
人
公
は
、事
業
所
の
皆
様
で
す
！ 

皆
様
の

「
が
ん
ば

る
経
営
」

を
私
た
ち

は
し
っ
か

り
と
支
援

し
て
ま
い

り
ま
す
。

TEL 075-701-0349　FAX075-791-8505
左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階北区・左京区

担当行政区

洛
北
支
部

皆
様
の
ご
相
談
に

し
っ
か
り
と

応
え
ま
す
！

気持ちのよい応対を心がけています

緑が多く居心地のよい空間。移転に伴い広くなりました

　京
都
の
街
で
長
く
お
商
売
を
続

け
て
い
た
だ
き
た
い・・・
そ
ん
な
思
い

で
親
身
な
対
応
を
心
が
け
、経
営

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　窓
口
相
談
や
巡
回
を
通
し
て
、

事
業
主
の
皆
様
と
一
緒
に
悩
み
、考

え
、問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。洛
央

支
部
で
は
、そ
の
ほ
か
専
門
家
に
よ

る
法
律
相
談
や
雇
用
・
労
務
管
理

相
談
な

ど
も
行
っ

て
お
り
ま

す
の
で
、

お
気
軽
に

ご
相
談

く
だ
さ
い
。

TEL 075-212-6460　FAX075-212-6920
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル1階上京区・中京区・

下京区・東山区・山科区

担当行政区

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄

烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル1階

烏丸御池駅

丸
太
町
駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

洛
央
支
部

京
都
の
街
で

末
永
く
、本
音
の

お
付
き
合
い

事業者様とともに京都のビジネスを
盛り上げていきます

経営、法律、ITに関することまでワンストップ支援

アトリエフォー
1階

〒
●

バ
ス
停
　

高
木
町
○

バ
ス
停

○
高
木
町

●
京
都
銀
行

北大路通 高木町
交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●

松
ヶ
崎
通

下
鴨
本
通

西
院

く
め
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階

●
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

嵐
電
西
院
駅

●●
京都銀行

西
院
駅

京都中央
信用金庫

西
大
路
通

佐
井
西
通

佐
井
通

四条通

阪
急
京
都
線

京
福
嵐
山
線

●
京
都
信
用
金
庫

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

京
都
総
合
サ
ー
ビ
ス

第
2
ビ
ル
1
階
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　明
る
く
広
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
様
の
目
線
に
立
っ
た
、フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
き
め
細
か
な
対
応
を

心
が
け
て
、皆
様
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
支
部
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
の
何
気
な
い
会
話
の
中

か
ら
、経
営
課
題
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、ご
要

望
が
あ
れ

ば
こ
ち
ら

か
ら
お
伺

い
い
た
し

ま
す
の
で
、

気
軽
に
お

声
が
け
く

だ
さ
い
。

がんばる経営
応援します

まずは経営支
援員 にご相談ください！

豊富な支援 で対応します！

利用者
の声

満足満点旅行企画 萬転（旅行業）
西河 豊治さん

　普段の経営はもちろん、事業に
活用できる助成金などの情報提
供や申請書作成でもサポートを受
けています。相談に親身に応えて

くれて頼れる存在ですね。「西陣の職人たち
と出会う旅」のＰＲツールも支援を受けて作
りました。また青年部の活動では異業種から
刺激をもらい、ビジネスにも役立っています。
（HP　http://kyoto-tabi.jp/nishijin/）

利用者
の声

いちなり（惣菜・弁当製造・販売）
戸髙 一也さん

 創業の方法が分からず相
談したのですが、事業計画
の立て方を教えてもらった
り、お得な融資制度や共済

制度を紹
介してもらったりと、本当に助かりまし
た。創業してからも継続的に経営相
談に乗ってもらっています。私にとっ
て、身近なパートナーですね。

地域を支える商店街。組合員のやる気や
能力、高めたいんだけどなぁ？

経営にはリスクがつきもの。
だからこそ、“もしも”の備えで
会社や従業員を守りたい

不安いっぱいのこのご時勢、
攻めも守りも、まずは資金あっての

ことじゃない？　地域の商店街や各業界の組合との共催で「経営改善講習
会」を開催し、組合員の経営力の向上や業界の振興を支援し
ています。講師を招いての最新の業界動向の勉強会や、

バスでの移動を伴った先進事例の見学会などをご企画の際
は、ぜひご相談ください。また、各界で活躍する講師を招く

「知恵産業・経営大会」の開催や“知恵”をキーワード
とした情報交換・異業種交流の場を提供するなど、
次代を担う“人財”を育成するサポート
事業も行っています。

　お近くの本部・支部には、経験豊かな
経営支援員が常駐しています。経営についての
ちょっとした悩み事から法律や税務など専門的な内
容まで、親身になって対応いたしますので、まずは
ご相談ください。必要により税理士、弁護士など専
門家が対応するほか、相談内容によっては経営

支援員が貴社を訪問して問題解決
をお手伝いします。

　お得な共済プランで、皆様の安心を実現します。取引先が
倒産した場合、掛金総額の10倍の範囲内（最高3,200万
円）で無担保・無保証人の貸付けが受けられる「経営セーフ
ティー共済制度」、安い掛け金で経営者や従業員の病気死亡
や不慮の事故による死亡・障害・ケガ・入院をワイドに保障す
る「京商はんなり共済」、さらに、大企業に負けない福利厚生

が魅力のアウトソーシング型福利厚生サービス
「ベネフィット・ステーション」など、安心・充実の
サポートプランで応えます。

　無担保・無保証人・低金利の「マル経融資（小規模事業者の
ための経営改善資金融資制度）」をはじめ、意欲あふれる中
小事業者をバックアップする「いきいき経営改革サポート」、
会員限定の有利な提携融資など、お得な各種融資制度をご
紹介。がんばる経営に必要な運転資金・設備資金など
金融面からサポートします。

※ご相談の内容によって、ご希望にそえない場合があります。
※融資制度によっては、融資お申し込みの際に別途金融機関及び
　保証協会の審査を受ける必要があります。

TEL 075-611-7085　FAX075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階南区・伏見区

担当行政区

洛
南
支
部

課
題
解
決
の一
歩
は

〝
会
話
〞か
ら

始
ま
り
ま
す
！

フレンドリーで親切丁寧な対応が支部のモットー

オープンスペースでの会話が課題解決の第一歩

　最
寄
り
駅
に
近
く
な
り
、よ
り

便
利
に
な
り
ま
し
た
。一
般
的
な
経

営
相
談
に
く
わ
え
て
、創
業
間
も

な
い
企
業
を
対
象
と
し
た
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、地
域
の
事
業
所
の
特

性
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
も
企
画

し
て
い
ま
す
。経
験
豊
か
な
経
営
支

援
員
が
、皆
様
の
お
困
り
事
、お
悩

み
事
に

じ
っ
く
り

耳
を
傾

け
ま
す

の
で
、ぜ

ひ
足
を

お
運
び

く
だ
さ
い
。

TEL 075-314-8771　FAX075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション1階右京区・西京区

担当行政区

洛
西
支
部

タ
イ
ム
リ
ー
な

支
援
で
皆
様
の

お
困
り
事
を
解
決

経験豊かな経営支援員が幅広い相談に応じます

奥にある個別ブースでゆっくりと相談できます

　無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利
の

経
営
改
善
資
金
融
資
制
度「
マ
ル

経
」に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、各

種
共
済
制
度
、セ
ミ
ナ
ー・
講
習
会

の
開
催
な
ど
、幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
。豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、「
来
て
よ
か
っ
た
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
地
域
密

着
型
の
支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

主
人
公
は
、事
業
所
の
皆
様
で
す
！ 

皆
様
の

「
が
ん
ば

る
経
営
」

を
私
た
ち

は
し
っ
か

り
と
支
援

し
て
ま
い

り
ま
す
。

TEL 075-701-0349　FAX075-791-8505
左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階北区・左京区

担当行政区

洛
北
支
部

皆
様
の
ご
相
談
に

し
っ
か
り
と

応
え
ま
す
！

気持ちのよい応対を心がけています

緑が多く居心地のよい空間。移転に伴い広くなりました

　京
都
の
街
で
長
く
お
商
売
を
続

け
て
い
た
だ
き
た
い・・・
そ
ん
な
思
い

で
親
身
な
対
応
を
心
が
け
、経
営

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　窓
口
相
談
や
巡
回
を
通
し
て
、

事
業
主
の
皆
様
と
一
緒
に
悩
み
、考

え
、問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。洛
央

支
部
で
は
、そ
の
ほ
か
専
門
家
に
よ

る
法
律
相
談
や
雇
用
・
労
務
管
理

相
談
な

ど
も
行
っ

て
お
り
ま

す
の
で
、

お
気
軽
に

ご
相
談

く
だ
さ
い
。

TEL 075-212-6460　FAX075-212-6920
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル1階上京区・中京区・

下京区・東山区・山科区

担当行政区

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄

烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル1階

烏丸御池駅

丸
太
町
駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

洛
央
支
部

京
都
の
街
で

末
永
く
、本
音
の

お
付
き
合
い

事業者様とともに京都のビジネスを
盛り上げていきます

経営、法律、ITに関することまでワンストップ支援

アトリエフォー
1階
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停
　

高
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○
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停
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行
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交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●
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崎
通

下
鴨
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通

西
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く
め
マ
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シ
ョ
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1
階
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Ｆ
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通
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福
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線
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丹
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都
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ー
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5 4

み
そ
の
ば
し
８
０
１
商
店
街
振
興
組
合

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る〝
み
そ
の
ば
し

　
８
０
１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

w
i
t
h 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®〞

　
み
そ
の
ば
し
８
０
１
商
店
街
振
興
組
合

（
田
中
美
保
子
理
事
長
）
で
は
、
恒
例
と

な
っ
た
秋
の
風
物〝
み
そ
の
ば
し
８
０
１

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

w
i
t
h 
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®〞

を
今
年
も
十
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
一

時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
開
催
す
る
。

　
同
商
店
街
は
、
み
そ
の
ば
し
西
詰
か
ら

西
へ
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
く
京

都
市
最
北
の
商
店
街
で
、
周
囲
に
は
京
都
産
業
大
学
や
世
界
文

化
遺
産
の
上
賀
茂
神
社
な
ど
が
あ
る
。
８
０
１
と
い
う
名
称
は
、

商
店
街
の
全
長
に
未
来
へ
の
発
展
を
意
味
し
て
１
を
加
え
て
い
る
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
全
国
区
に
な
っ
て
い
る「
や
お
い
ち
ゃ
ん
」は
、

同
商
店
街
の
マ
ス
コ
ッ
ト
。
今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
伊
賀

市
よ
り
「
い
が
グ
リ
オ
く
ん
」、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

「
マ
ミ
ュ
ー
く
ん
」、国
民
文
化
祭
・
京
都
二
〇
一
一
の
Ｐ
Ｒ
隊
長
「
ま

ゆ
ま
ろ
」、
滋
賀
県
彦
根
市
の
「
や
ち
に
ゃ
ん
」、
全
国
理
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
の
「
チ
ョ
キ
ち
ゃ
ん
」
と
い
っ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
駆
け
つ
け
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
屋
台
、
み
そ
の
ば
し
通
り
を
一
部

通
行
止
め
と
し
た
小
・
中
・
高
・
大
学
生
に
よ
る
音
楽
や
京
都

学
生
祭
典
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
な
う
ほ
か
、
幅
広
い
年

代
が
楽
し
め
る〝
お
や
じ
バ
ン
ド
〞の
演
奏
も
企
画
し
て
い
る
。
さ

ら
に
今
年
か
ら
は
、地
元
産
の
米
、野
菜
、卵
、果
物
、花
、洋
菓
子
、

和
菓
子
等
の
マ
ル
シ
ェ
で
地
域
や
学
校
と
商
店
街
と
の
交
流
の
場

を
創
り
出
す
。

　
当
日
は
大
将
軍
神
社
の
御
輿
巡
行
例
祭
の
行
列
も
あ
り
、
商

店
街
と
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
で
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
て
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
。

洛北支部

京
都
府
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合

子
ど
も
で
ん
き
お
も
し
ろ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
大
盛
況
！

　
京
都
府
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合
（
泉
智
夫
理
事
長
）
で
は
、

組
合
創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
八
月
八
日
（
日
）、
京
都
市

勧
業
館
（
み
や
こ
め
っ
せ
）
を
会
場
に
「
子
ど
も
で
ん
き
お
も
し

ろ
教
室
」
を
開
催
し
た
。

　
同
教
室
は
、
経
済
産
業
省
の
主
唱
に
よ
り
官
民
一
体
で
展
開
す

る
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
に
呼
応
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
の

子
ど
も
た
ち
に
電
気
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
、
不
思
議
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
組
合
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
隔
年
開
催
し

て
い
る
。

　
当
日
は
、
会
場
の
ド
ア
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
同
時
に
多
数
の
来

場
者
が
一
直
線
に
目
的
の
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
工
作
に
挑
戦
し
た
り
、
自
転
車
を
こ
い
で
発
電

し
た
電
気
で
カ
キ
氷
を
作
っ
た
り
、
家
電
製
品
を
解
体
し
て
製
品

内
部
の
仕
組
み
を
調
べ
た
り
と
、
参
加
し
た
子
ど
も
は
目
を
き
ら

き
ら
輝
か
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
会
場
の
外
で
は
、
普
段

乗
る
こ
と
の
で
き
な
い
高
所
作
業
車
の
乗
降
体
験
を
行
い
、
参
加

者
は
安
全
帯
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
て
、
し
ば
し
の
空
中
散
歩

を
経
験
し
た
。

　
会
場
内
は
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
千

八
百
名
の
来
場
が
あ
る

な
ど
大
盛
況
で
、
長

蛇
の
列
が
で
き
る
ブ
ー

ス
も
見
ら
れ
た
。
同
組

合
で
は
、
多
数
の
来

場
者
や
関
係
各
位
の

協
力
支
援
に
対
し
て

感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
社
会
貢
献
の

取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
。

京
都
織
物
小
売
協
同
組
合

ゆ
か
た
祭
り
で
京
を
華
や
か
に

洛南支部

協
同
組
合
京
都
表
装
協
会
青
年
部

洛央支部

ラ
ク
セ
ー
ヌ
商
店
会

家
族
で
憩
え
る

　
　
　
　
場
所
を
目
指
し
て

　
ラ
ク
セ
ー
ヌ
商
店
会
（
澤
田

博
央
会
長
）
は
、「
ニ
〇
一
〇
年

ら
く
さ
い
夏
祭
り
」
を
八
月
二
十

八
日
（
土
）・
二
十
九
日
（
日
）

に
開
催
し
た
。
両
日
と
も
天
候

に
恵
ま
れ
、
二
日
間
で
延
べ
約
三

万
人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
初
日
、
会
場
の
お
祭
り
広
場

で
は
、
明
徳
高
校
に
よ
る
吹
奏

楽
と
ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

は
じ
め
、
懐
か
し
の
オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ
や
演
歌
歌
手 

大
林
幸
二
氏
に
よ
る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
た
。恒
例
の
盆
踊
り
大
会
に
も
多
く
の
参
加
者
が
加
わ
り
、

会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。
翌
日
は
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
バ
ル
ー
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
音
楽

グ
ル
ー
プ 

W
A
Y
R
A
に
よ
る
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
の
音
色
や
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン 

H
e
j
i
n
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
最
後
は
ア
メ
リ
カ
の
バ
ン

ジ
ョ
ー
と
津
軽
三
味
線
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
で
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
夜
店
も
軒
を
連
ね
、
家
族
連
れ
な
ど
来
場
者

は
思
い
思
い
に
楽
し
ん
だ
。

　
同
商
店
会
は
、
お
盆
に
も
「
金
魚
す
く
い
」「
ヨ
ー
ヨ
ー
」
な

ど
の
「
ち
び
っ
こ
縁
日
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

周
辺
地
域
の
住
民
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
今

後
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々

な
催
し
を
開
催
し
、「
大
人
も

子
ど
も
も
集
う
場
所
と
し
て
、

憩
い
の
中
心
と
な
る
商
業
施
設

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
し
て
い
る
。

洛西支部

伝
統
工
法
・
技
能
で
京
町
家
の

　
　
　
防
火
改
修
に
取
り
組
む

　
京
都
府
建
築
工
業
協
同
組
合
（
藤
本
高
信
理
事
長
）
は
、
八

月
十
九
日
（
木
）、
本
所
と
共
催
で
第
一
回
継
続
研
修
会
を
開
催

し
た
。
講
師
に
は
、
桜
設
計
集
団
一
級
建
築
士
事
務
所 

代
表
で
、

早
稲
田
大
学
理
工
学
研
究
所
客
員
研
究
員
・
工
学
博
士
で
も
あ
る

安
井
昇
氏
を
招
き
、「
京
町
家
防
火
改
修
の
現
状
と
展
望
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
講
演
終
了
後
に
は
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
多
数

の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
防
災
改
修
方
法
の
実

用
化
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
伺
わ
せ
た
。

【
講
演
概
要
】

　
約
十
年
前
か
ら
、
早
稲
田
大
学
と
京
町
家
の
施
工
・
設
計
の
担

い
手
が
協
力
し
て
、
京
町
家
の
土
塗
り
壁
や
木
材
が
み
え
る
軒
裏

に
つ
い
て
、
そ
の
防
火
性
能
を
加
熱
実
験
に
よ
っ
て
検
証
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
二
〇
〇
四
年
に
国
土
交
通
省
告
示
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
二
階
建
て
の
京
町
家
を
新
築
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
階
建
て
町
家
や
大
規
模
な
土
壁
の
建

物
を
つ
く
れ
る
よ
う
研
究
開
発
を
続
け
て
お
り
、
ほ
ぼ
見
通
し
が
つ

い
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
並
行
し
て
、
京
都
市
内
に
建
つ
多
く
の
既
存
の
町
家
の
防

火
改
修
方
法
も
検
討
し
て
い
る
。
と
く
に
今
年
度
は
屋
根
の
軒
裏

に
つ
い
て
加
熱
実
験
を
行
う
の

で
、
改
修
の
現
状
や
ど
の
よ
う

な
仕
様
な
ら
工
事
が
し
や
す
い
か

な
ど
、
普
段
、
町
家
の
設
計
や

施
工
を
し
て
い
る
方
々
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
実
験
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
京
都
特
有
の
町
家
を
こ
れ
か

ら
も
安
心
安
全
に
使
っ
て
い
け
る

よ
う
に
、
ま
た
、
新
た
に
建
築

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
防

火
性
能
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

本　部

「
表
装
用
の
刷
毛
」
を

　
　
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

は

け

　
協
同
組
合
京
都
表
装
協
会
青
年
部
（
伏
原
佳
道
会
長
）
で
は
、

七
月
三
十
日（
金
）、本
所
と
の
共
催
で「
表
具
用
の
刷
毛
」を
テ
ー

マ
に
、
小
林
刷
毛
製
造
所 

所
主 

田
中
宏
平
氏
を
講
師
に
招
い
て

講
習
会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
講
習
会
は
、
刷
毛
の
歴
史
や
使

用
原
料
、
種
類
、
製
造
工
程
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
何

気
な
く
使
っ
て
い
た
道
具
に
対
す
る
意
識
改
革
を
目
的
と
し
て
い

る
。
当
日
は
、
実
際
に
糊
刷
毛
の
使
い
方
や
、
水
刷
毛
の
水
切

れ
の
感
触
を
確
か
め
た
ほ
か
、
会
場
内
に
各
種
動
物
の
毛
を
用
い

た
用
途
別
の
刷
毛
も
陳
列
し
た
。

　
現
在
、
刷
毛
の
原
料
で
あ
る
馬
尾
毛
・
狸
毛
・
穴
熊
毛
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
講
師
の
田
中

氏
は
、「
動
物
そ
の
も
の
や
加
工
業
者
の
減
少
に
よ
っ
て
、
原
料

の
質
の
低
下
が
著
し
い
」
と
い
っ
た
現
状
を
紹
介
し
、「
ひ
と
昔
前

の
刷
毛
は
品
質
が
高
く
、
手
入
れ
を
正
し
く
行
い
、
大
切
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段

使
用
し
て
い
る
刷
毛
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
正
し
い
刷
毛
の
手
入
れ
方
法
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
表
装
業
界
と
刷
毛
業
界
の
関
わ
り
方
や
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

京
都
府
建
築
工
業
協
同
組
合

NEWS FLASH from BRANCHES 地域フラッシュ

　
京
都
織
物
小
売
協

同
組
合
（
中
西
正
人

理
事
長
）
は
、
八
月
六

日
（
金
）
に
「
京
の
ゆ

か
た
祭
り
」
を
京
都
国

際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、

約
千
名
の
来
場
者
が
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。
今
回
は
、

「
京
の
七
夕
」
の
初
日

に
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、

ゆ
か
た
姿
の
参
加
者
が

堀
川
に
設
け
ら
れ
た
京

の
七
夕
会
場
に
も
足
を

の
ば
す
光
景
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
夏
の
京
都
を

華
や
か
に
彩
っ
た
。

　
同
祭
り
は
、
着
物
離
れ
が
進
む
若
年
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ま

ず
は
ゆ
か
た
に
親
し
ん
で
も
ら
う
な
か
で
着
物
の
良
さ
に
触
れ
、

将
来
の
着
物
フ
ァ
ン
の
創
造
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
、「
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
唱
っ
て
、
楽
し

い
夕
べ
」
を
テ
ー
マ
に
、
京
都
発
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
Ｋ
・Ｋ
・
い
れ

ぶ
ん
や
大
奈
さ
ん
の
公
演
を
は
じ
め
、
大
原
野
竹
太
鼓
の
演
奏
や

大
抽
選
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、
来
場
者

の
笑
顔
が
絶
え
な
い
祭
り
と
な
っ
た
。

　
催
し
の
成
功
を
受
け
、
中
西
理
事
長
は
「
着
物
は
、
生
活
に

華
や
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
気
軽
に
着
ら
れ
る
ゆ
か
た
を
通
じ
て
、

着
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
同
組

合
で
は
、
き
も
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
や
共
同
仕
入
事
業
、
組
合

員
の
福
利
厚
生
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

本　部

お
問
合
せ

み
そ
の
ば
し
８
０
１
商
店
街
振
興
組
合

☎
０
７
５-

４
９
３-

３
７
３
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://m

oncham
p.okoshi-yasu.com

/
E-m
ail

　m
on.cham

p.0
5
1
1
@
gm
ail.com

は
　
け

の
り

刷毛の製造工程
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み
そ
の
ば
し
８
０
１
商
店
街
振
興
組
合

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る〝
み
そ
の
ば
し

　
８
０
１
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

w
i
t
h 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®〞

　
み
そ
の
ば
し
８
０
１
商
店
街
振
興
組
合

（
田
中
美
保
子
理
事
長
）
で
は
、
恒
例
と

な
っ
た
秋
の
風
物〝
み
そ
の
ば
し
８
０
１

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

w
i
t
h 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®〞

を
今
年
も
十
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
一

時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
開
催
す
る
。

　
同
商
店
街
は
、
み
そ
の
ば
し
西
詰
か
ら

西
へ
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
く
京

都
市
最
北
の
商
店
街
で
、
周
囲
に
は
京
都
産
業
大
学
や
世
界
文

化
遺
産
の
上
賀
茂
神
社
な
ど
が
あ
る
。
８
０
１
と
い
う
名
称
は
、

商
店
街
の
全
長
に
未
来
へ
の
発
展
を
意
味
し
て
１
を
加
え
て
い
る
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
全
国
区
に
な
っ
て
い
る「
や
お
い
ち
ゃ
ん
」は
、

同
商
店
街
の
マ
ス
コ
ッ
ト
。
今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
伊
賀

市
よ
り
「
い
が
グ
リ
オ
く
ん
」、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

「
マ
ミ
ュ
ー
く
ん
」、国
民
文
化
祭
・
京
都
二
〇
一
一
の
Ｐ
Ｒ
隊
長
「
ま

ゆ
ま
ろ
」、
滋
賀
県
彦
根
市
の
「
や
ち
に
ゃ
ん
」、
全
国
理
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
の
「
チ
ョ
キ
ち
ゃ
ん
」
と
い
っ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
駆
け
つ
け
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
屋
台
、
み
そ
の
ば
し
通
り
を
一
部

通
行
止
め
と
し
た
小
・
中
・
高
・
大
学
生
に
よ
る
音
楽
や
京
都

学
生
祭
典
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
な
う
ほ
か
、
幅
広
い
年

代
が
楽
し
め
る〝
お
や
じ
バ
ン
ド
〞の
演
奏
も
企
画
し
て
い
る
。
さ

ら
に
今
年
か
ら
は
、地
元
産
の
米
、野
菜
、卵
、果
物
、花
、洋
菓
子
、

和
菓
子
等
の
マ
ル
シ
ェ
で
地
域
や
学
校
と
商
店
街
と
の
交
流
の
場

を
創
り
出
す
。

　
当
日
は
大
将
軍
神
社
の
御
輿
巡
行
例
祭
の
行
列
も
あ
り
、
商

店
街
と
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
で
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
て
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
。

洛北支部

京
都
府
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合

子
ど
も
で
ん
き
お
も
し
ろ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
大
盛
況
！

　
京
都
府
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合
（
泉
智
夫
理
事
長
）
で
は
、

組
合
創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
八
月
八
日
（
日
）、
京
都
市

勧
業
館
（
み
や
こ
め
っ
せ
）
を
会
場
に
「
子
ど
も
で
ん
き
お
も
し

ろ
教
室
」
を
開
催
し
た
。

　
同
教
室
は
、
経
済
産
業
省
の
主
唱
に
よ
り
官
民
一
体
で
展
開
す

る
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
に
呼
応
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
の

子
ど
も
た
ち
に
電
気
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
、
不
思
議
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
組
合
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
隔
年
開
催
し

て
い
る
。

　
当
日
は
、
会
場
の
ド
ア
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
同
時
に
多
数
の
来

場
者
が
一
直
線
に
目
的
の
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
工
作
に
挑
戦
し
た
り
、
自
転
車
を
こ
い
で
発
電

し
た
電
気
で
カ
キ
氷
を
作
っ
た
り
、
家
電
製
品
を
解
体
し
て
製
品

内
部
の
仕
組
み
を
調
べ
た
り
と
、
参
加
し
た
子
ど
も
は
目
を
き
ら

き
ら
輝
か
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
会
場
の
外
で
は
、
普
段

乗
る
こ
と
の
で
き
な
い
高
所
作
業
車
の
乗
降
体
験
を
行
い
、
参
加

者
は
安
全
帯
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
て
、
し
ば
し
の
空
中
散
歩

を
経
験
し
た
。

　
会
場
内
は
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
千

八
百
名
の
来
場
が
あ
る

な
ど
大
盛
況
で
、
長

蛇
の
列
が
で
き
る
ブ
ー

ス
も
見
ら
れ
た
。
同
組

合
で
は
、
多
数
の
来

場
者
や
関
係
各
位
の

協
力
支
援
に
対
し
て

感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
社
会
貢
献
の

取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
。

京
都
織
物
小
売
協
同
組
合

ゆ
か
た
祭
り
で
京
を
華
や
か
に

洛南支部

協
同
組
合
京
都
表
装
協
会
青
年
部

洛央支部

ラ
ク
セ
ー
ヌ
商
店
会

家
族
で
憩
え
る

　
　
　
　
場
所
を
目
指
し
て

　
ラ
ク
セ
ー
ヌ
商
店
会
（
澤
田

博
央
会
長
）
は
、「
ニ
〇
一
〇
年

ら
く
さ
い
夏
祭
り
」
を
八
月
二
十

八
日
（
土
）・
二
十
九
日
（
日
）

に
開
催
し
た
。
両
日
と
も
天
候

に
恵
ま
れ
、
二
日
間
で
延
べ
約
三

万
人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
初
日
、
会
場
の
お
祭
り
広
場

で
は
、
明
徳
高
校
に
よ
る
吹
奏

楽
と
ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

は
じ
め
、
懐
か
し
の
オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ
や
演
歌
歌
手 

大
林
幸
二
氏
に
よ
る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
た
。恒
例
の
盆
踊
り
大
会
に
も
多
く
の
参
加
者
が
加
わ
り
、

会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。
翌
日
は
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
バ
ル
ー
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
音
楽

グ
ル
ー
プ 

W
A
Y
R
A
に
よ
る
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
の
音
色
や
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン 
H
e
j
i
n
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
最
後
は
ア
メ
リ
カ
の
バ
ン

ジ
ョ
ー
と
津
軽
三
味
線
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
で
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
夜
店
も
軒
を
連
ね
、
家
族
連
れ
な
ど
来
場
者

は
思
い
思
い
に
楽
し
ん
だ
。

　
同
商
店
会
は
、
お
盆
に
も
「
金
魚
す
く
い
」「
ヨ
ー
ヨ
ー
」
な

ど
の
「
ち
び
っ
こ
縁
日
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

周
辺
地
域
の
住
民
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
今

後
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々

な
催
し
を
開
催
し
、「
大
人
も

子
ど
も
も
集
う
場
所
と
し
て
、

憩
い
の
中
心
と
な
る
商
業
施
設

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
し
て
い
る
。

洛西支部

伝
統
工
法
・
技
能
で
京
町
家
の

　
　
　
防
火
改
修
に
取
り
組
む

　
京
都
府
建
築
工
業
協
同
組
合
（
藤
本
高
信
理
事
長
）
は
、
八

月
十
九
日
（
木
）、
本
所
と
共
催
で
第
一
回
継
続
研
修
会
を
開
催

し
た
。
講
師
に
は
、
桜
設
計
集
団
一
級
建
築
士
事
務
所 

代
表
で
、

早
稲
田
大
学
理
工
学
研
究
所
客
員
研
究
員
・
工
学
博
士
で
も
あ
る

安
井
昇
氏
を
招
き
、「
京
町
家
防
火
改
修
の
現
状
と
展
望
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。
講
演
終
了
後
に
は
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
多
数

の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
防
災
改
修
方
法
の
実

用
化
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
伺
わ
せ
た
。

【
講
演
概
要
】

　
約
十
年
前
か
ら
、
早
稲
田
大
学
と
京
町
家
の
施
工
・
設
計
の
担

い
手
が
協
力
し
て
、
京
町
家
の
土
塗
り
壁
や
木
材
が
み
え
る
軒
裏

に
つ
い
て
、
そ
の
防
火
性
能
を
加
熱
実
験
に
よ
っ
て
検
証
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
二
〇
〇
四
年
に
国
土
交
通
省
告
示
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
二
階
建
て
の
京
町
家
を
新
築
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
階
建
て
町
家
や
大
規
模
な
土
壁
の
建

物
を
つ
く
れ
る
よ
う
研
究
開
発
を
続
け
て
お
り
、
ほ
ぼ
見
通
し
が
つ

い
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
並
行
し
て
、
京
都
市
内
に
建
つ
多
く
の
既
存
の
町
家
の
防

火
改
修
方
法
も
検
討
し
て
い
る
。
と
く
に
今
年
度
は
屋
根
の
軒
裏

に
つ
い
て
加
熱
実
験
を
行
う
の

で
、
改
修
の
現
状
や
ど
の
よ
う

な
仕
様
な
ら
工
事
が
し
や
す
い
か

な
ど
、
普
段
、
町
家
の
設
計
や

施
工
を
し
て
い
る
方
々
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
実
験
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
京
都
特
有
の
町
家
を
こ
れ
か

ら
も
安
心
安
全
に
使
っ
て
い
け
る

よ
う
に
、
ま
た
、
新
た
に
建
築

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
防

火
性
能
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

本　部

「
表
装
用
の
刷
毛
」
を

　
　
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

は

け

　
協
同
組
合
京
都
表
装
協
会
青
年
部
（
伏
原
佳
道
会
長
）
で
は
、

七
月
三
十
日（
金
）、本
所
と
の
共
催
で「
表
具
用
の
刷
毛
」を
テ
ー

マ
に
、
小
林
刷
毛
製
造
所 

所
主 

田
中
宏
平
氏
を
講
師
に
招
い
て

講
習
会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
講
習
会
は
、
刷
毛
の
歴
史
や
使

用
原
料
、
種
類
、
製
造
工
程
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
何

気
な
く
使
っ
て
い
た
道
具
に
対
す
る
意
識
改
革
を
目
的
と
し
て
い

る
。
当
日
は
、
実
際
に
糊
刷
毛
の
使
い
方
や
、
水
刷
毛
の
水
切

れ
の
感
触
を
確
か
め
た
ほ
か
、
会
場
内
に
各
種
動
物
の
毛
を
用
い

た
用
途
別
の
刷
毛
も
陳
列
し
た
。

　
現
在
、
刷
毛
の
原
料
で
あ
る
馬
尾
毛
・
狸
毛
・
穴
熊
毛
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
講
師
の
田
中

氏
は
、「
動
物
そ
の
も
の
や
加
工
業
者
の
減
少
に
よ
っ
て
、
原
料

の
質
の
低
下
が
著
し
い
」
と
い
っ
た
現
状
を
紹
介
し
、「
ひ
と
昔
前

の
刷
毛
は
品
質
が
高
く
、
手
入
れ
を
正
し
く
行
い
、
大
切
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段

使
用
し
て
い
る
刷
毛
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
正
し
い
刷
毛
の
手
入
れ
方
法
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
表
装
業
界
と
刷
毛
業
界
の
関
わ
り
方
や
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

京
都
府
建
築
工
業
協
同
組
合

NEWS FLASH from BRANCHES 地域フラッシュ

　
京
都
織
物
小
売
協

同
組
合
（
中
西
正
人

理
事
長
）
は
、
八
月
六

日
（
金
）
に
「
京
の
ゆ

か
た
祭
り
」
を
京
都
国

際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、

約
千
名
の
来
場
者
が
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。
今
回
は
、

「
京
の
七
夕
」
の
初
日

に
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、

ゆ
か
た
姿
の
参
加
者
が

堀
川
に
設
け
ら
れ
た
京

の
七
夕
会
場
に
も
足
を

の
ば
す
光
景
が
見
ら
れ

る
な
ど
、
夏
の
京
都
を

華
や
か
に
彩
っ
た
。

　
同
祭
り
は
、
着
物
離
れ
が
進
む
若
年
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ま

ず
は
ゆ
か
た
に
親
し
ん
で
も
ら
う
な
か
で
着
物
の
良
さ
に
触
れ
、

将
来
の
着
物
フ
ァ
ン
の
創
造
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
、「
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
唱
っ
て
、
楽
し

い
夕
べ
」
を
テ
ー
マ
に
、
京
都
発
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
Ｋ
・Ｋ
・
い
れ

ぶ
ん
や
大
奈
さ
ん
の
公
演
を
は
じ
め
、
大
原
野
竹
太
鼓
の
演
奏
や

大
抽
選
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、
来
場
者

の
笑
顔
が
絶
え
な
い
祭
り
と
な
っ
た
。

　
催
し
の
成
功
を
受
け
、
中
西
理
事
長
は
「
着
物
は
、
生
活
に

華
や
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
気
軽
に
着
ら
れ
る
ゆ
か
た
を
通
じ
て
、

着
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
同
組

合
で
は
、
き
も
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
や
共
同
仕
入
事
業
、
組
合

員
の
福
利
厚
生
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

本　部

お
問
合
せ

み
そ
の
ば
し
８
０
１
商
店
街
振
興
組
合

☎
０
７
５-

４
９
３-

３
７
３
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://m

oncham
p.okoshi-yasu.com

/
E-m
ail

　m
on.cham

p.0
5
1
1
@
gm
ail.com

は
　
け

の
り

刷毛の製造工程
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本
所
で
は
、来
る
べ
き
事
業
承
継
を

控
え
た
後
継
者
を
対
象
に
、経
営
に
必

要
な
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し

て
全
五
回
の
後
継
者
養
成
講
座
を
開

催
し
、次
代
の
経
営
者
ら
約
五
十
名
が

参
加
し
た
。

　
講
座
は
七
月
六
日
〜
八
月
三
日
の
毎

週
火
曜
日
夕
刻
に
開
催
。中
小
企
業
向

け
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
す
る

㈱
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム 

取
締
役 

原
田
博
実

氏
ら
が
講
師
を
務
め
た
。講
義
で
は
、損

益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
か
ら
様
々
な

情
報
を
読
み
取
る
手
法
や
、資
金
繰
り

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
の
重
要
性
を

は
じ
め
、万
一の
労
働
争
議
や

従
業
員
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え

た
諸
規
程
整
備
の
ポ
イ
ン

ト
、さ
ら
に
は
税
金
対
策
の

功
罪
や
、銀
行
格
付
け
の
し

く
み
と
ヒ
ト
・
モ
ノ・
カ
ネ
の

効
率
を
上
げ
て
格
付
け
の

改
善
を
図
る
方
法
等
々
、経

営
に
不
可
欠
な
情
報
を
幅

広
く
紹
介
・
解
説
し
た
。

　
第
一
回
講
座
終
了
後
に
は

懇
親
会
も
開
催
し
、後
継
者

同
士
の
積
極
的
な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
T
シ
ャ
ツ
や
バ
ッ
グ
、タ
オ
ル
、キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
、多
種
多
様
な
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
て
い
る
。

豊
富
な
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
、素
材
や

サ
イ
ズ
、デ
ザ
イ
ン
、カ
ラ
ー
な
ど
を
選

ん
で
、世
の
中
に
二
つ
と
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
作
れ
る
の
が
魅
力
。既
存

の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、自
分
が
描

い
た
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
持
参
す

れ
ば
、お
好
み
の
ア
イ
テ
ム
に
プ
リ
ン
ト

し
て
く
れ
る
。そ
ん
な
親
し
み
あ
ふ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
が
好
評
だ
。

　「
ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
を
作
り
た
い
の

か
、ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
う
の
か
、

予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か
…
、お
客
様
が

納
得
さ
れ
る
ま
で
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
き
ま
す
」と
話
す
の
は
、代
表
取
締

役
の
中
川
貴
之
さ
ん
。店
内
の
打
合

せ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
無
料
で
提

供
す
る
な
ど
、時

間
を
か
け
て
モ
ノ

づ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
店
の
姿
勢

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
か

ら
、「
文
化
祭
や
体
育
祭
で
使
う
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
ほ
し
い
」「
ク
ラ
ブ
活
動
の

グ
ッ
ズ
を
作
り
た
い
」と
い
う
注
文
が

寄
せ
ら
れ
る
ほ
か
、環
境
意
識
の
高
ま

り
を
受
け
、「
自
分
だ
け
の
マ
イ
バ
ッ
グ

（
エ
コ
バ
ッ
グ
）、マ
イ
カ
ッ
プ
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
依
頼
も
舞
い
込
ん
で
い
ま

す
」と
店
長
の
中
川
和
世
さ
ん
。最
近

で
は
、子
ど
も
や
孫
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

品
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
ギ
フ
ト
品
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。「
私
た
ち

の
仕
事
は
、グ
ッ
ズ
を
通
し
て
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
」と
貴
之

さ
ん
。お
客
様
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
出

す
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
、地
域
社
会

の〝
絆
〞を
深
め
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
…
。二
人
の
表
情
に
は
、自
負
心
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。

Ｄｒｅａｍ

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
は
、お
客
様
の

思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

はんえいN EWS
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事
業
承
継・後
継
者
養
成
講
座（
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

財
務
諸
表
の
読
み
方
な
ど
経
営
の
基
礎
知
識
を
幅
広
く
紹
介

「
知
恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー（
実
践
編
①
）

「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
作
成
に
取
り
組
む

　
本
所
で
は
、七
月
二
十
八
日（
水
）、九

月
開
講
の
経
営
革
新
塾
に
先
立
つ
プ
レ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、龍
谷
大
学 

経
済
学

部 

准
教
授
の
辻
田
素
子
氏
が「
中
小
企

業
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。そ
の
後
、京
都

府
の
担
当
者
か
ら
経
営
革
新
や
元
気

印
中
小
企
業
認
定
制
度
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、本
所
の
支
援
に
よ
り
、経
営
革

新
計
画
承
認
を
受
け
た
㈱
ア
ー
キ
ネ
ッ

ト
京
都 

代
表
取
締
役
社
長
の
黒
木
幹

雄
氏
が
、「
建
築
も
経
営
も
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
時
代
」と
題
し
て
事
例
紹
介
を

行
い
、取
り
組
み
の
経
緯
や
内
容
、効
果

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

経
営
革
新
塾
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

あ
れ
も
こ
れ
も
わ
が
社
の
強
み
に
！
経
営
革
新

　
本
所
洛
南
支
部
で
は
、八
月
五
日

（
木
）に
講
演
会
・
鑑
賞
会
を
開
催
し
、

地
域
の
経
営
者
な
ど
三
十
余
名
が
参

加
し
た
。

　
鑑
賞
し
た
中
島
貞
夫
監
督
の
時
代

劇「
坂
本
龍
馬
」（
一
九
八
九
年
）は
真
田

広
之
主
演
。名
取
裕
子（
お
龍
）ら
の
名

演
や
、龍
馬
が
幕
府
・
薩
摩
・
長
州
・
土
佐

の
刺
客
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
終
幕
に
、参

加
者
は
本
年
の「
龍
馬
伝
」を
重
ね
な

が
ら
堪
能
し
た
。

　
講
師
の
㈱
ツ
ア
ー
ラ
ン
ド 

代
表
取
締

役
社
長 

岡
田
榮
氏
は
、時
代
劇「
坂
本

龍
馬
」と「
龍
馬
伝
」の
対
比
を
紹
介

し
、戦
国
・
幕
末
か
ら
現
在
に
至
る
伏
見

の
魅
力
を
地
元
主
体
で
発
信
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
て
参
加
者
の
共
感

を
呼
ん
だ
。

洛
南
支
部
主
催 

講
演
会・鑑
賞
会

〝
龍
馬
〞か
ら
伏
見
の
魅
力
を
再
発
見

自分だけのオリジナルグッズを作れる。顧客の要望にとことん耳を傾け、小ロット注文にも対応するなど、地域
密着店ならではの親しみやすさが魅力。フレームつきの“タイル”に、お気に入りのイラストや写真をプリントし
たインテリアグッズが人気上昇中だとか。

中川貴之さん、和世さん

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで 毎週（火）

毎週（水）

現地派遣型（事前予約制）

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部
洛北支部
洛西支部
洛南支部

第1・3（木）

第2・4（木）
第1・3（月）
第2・4（火）
第2・4（水）

第1・2・3・4（金）

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約可）

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約制）

法　律

店舗デザイン

洛央支部（事前予約制）I 　T

不動産諸税
資産運用

税　務

雇用・労務管理

経　営

専門相談のご案内専門相談のご案内
小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

京都商工会議所
中小企業経営相談センター

洛 央 支 部
洛 北 支 部
洛 南 支 部
洛 西 支 部

☎075 -212 -6460
☎075 -701 -0349
☎075 -611 -7085
☎075 -314 -8771

お
問
合
せ

相談分野 相談場所相談日時　間

相談無料 秘密厳守

まい
どおおきに

京都市中京区西ノ京壷ノ内町20　☎075-822-8801

法
　
律

契
約
上
や
取
引
上
の
ト
ラ
ブ
ル
（
売
掛

金
回
収
、
契
約
違
反
、
金
銭
貸
借
、
不

動
産
売
買
な
ど
）
そ
の
他
、
相
続
、
保

証
人
な
ど
の
法
律
問
題
。

経
　
営

財
務
分
析
、
生
産
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
諸
分
野
に
関
す
る
相
談
、

助
言
な
ど
。

税
　
務

所
得
税（
事
業
所
得
、譲
渡
所
得
な
ど
）、

法
人
税
、
消
費
税
、
事
業
承
継
ー
相
続

税
、
贈
与
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

確
定
申
告
の
仕
方
な
ど
相
談
、
助
言
。

不
動
産
諸
税
・
資
産
運
用

不
動
産
及
び
資
産
の
相
続
と
贈
与
・
資
産
運
用
な

ど
、
実
勢
価
格
や
公
的
評
価
を
参
考
に
税
制
面
を

踏
ま
え
な
が
ら
相
談
、
助
言
な
ど
。

雇
用
・
労
務
管
理

雇
用
に
関
連
す
る
助
成
金
制
度
の
紹
介
を
は
じ
め
、

労
務
管
理
全
般
に
関
す
る
相
談
、
助
言
な
ど
。

店
舗
デ
ザ
イ
ン

外
装
デ
ザ
イ
ン
、
店
内
ス
ペ
ー
ス
、
商
品
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、照
明
、色
彩
、そ
の
他
、個
店
の
活
力
ア
ッ

プ
の
相
談
、
助
言
な
ど
。

I
　
T

事
業
経
営
に
関
わ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
相
談
、
助
言
な

ど
。

お問い合わせ　京都商工会議所 青年部事務局
〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル６Ｆ　京都商工会議所中小企業経営相談センター内

TEL.075-212-6461　URL http://www.kyoto-yeg.jp

【会 員 数】 332名（平成22年9月13日現在）
【主な活動】 全体事業／部会／同好会・サークル／
 他団体との交流
【年会費等】 入会金6,000円   年会費24,000円
【加入資格】 京都商工会議所の会員事業所の経営者もしくは、
 原則としてその後継者であって、満20歳から45歳までの方

京都商工会議所青年部

京都YEG会員募集中!
Young

Entrepreneurs
Group

　
本
所
で
は
、会
社
の
無
形
の
強
み
の

活
用
を
図
る「
知
恵
の
経
営
」報
告
書

の
作
成
を
目
指
し
て
、七
月
十
五
日

（
木
）か
ら
三
週
連
続
で
少
人
数
制
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。参
加
し
た
八
社
の

経
営
者
ら
は
、ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
る
中

小
企
業
診
断
士
や
本
所
経
営
支
援
員

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
自
社
の
知
恵
の〝
見

え
る
化
〞と〝
魅
せ
る
化
〞に
取
り
組
ん

だ
。

　
ま
た
、事
例
紹
介
で
は
、本
所
の
支
援

に
よ
っ
て
京
都
府
の「
知
恵
の
経
営
」実

践
モ
デ
ル
企
業
の
認
定
を
受
け
た
㈲
井

口
包
丁
店
の
説
明
に
、参
加
者
は
強
い

関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　
現
在
、参
加
企
業
は
経
営
支
援
員
の

個
別
支
援
な
ど
を
受
け
、「
知
恵
の
経

営
」報
告
書
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
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本
所
で
は
、来
る
べ
き
事
業
承
継
を

控
え
た
後
継
者
を
対
象
に
、経
営
に
必

要
な
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し

て
全
五
回
の
後
継
者
養
成
講
座
を
開

催
し
、次
代
の
経
営
者
ら
約
五
十
名
が

参
加
し
た
。

　
講
座
は
七
月
六
日
〜
八
月
三
日
の
毎

週
火
曜
日
夕
刻
に
開
催
。中
小
企
業
向

け
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
す
る

㈱
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム 

取
締
役 

原
田
博
実

氏
ら
が
講
師
を
務
め
た
。講
義
で
は
、損

益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
か
ら
様
々
な

情
報
を
読
み
取
る
手
法
や
、資
金
繰
り

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
の
重
要
性
を

は
じ
め
、万
一の
労
働
争
議
や

従
業
員
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え

た
諸
規
程
整
備
の
ポ
イ
ン

ト
、さ
ら
に
は
税
金
対
策
の

功
罪
や
、銀
行
格
付
け
の
し

く
み
と
ヒ
ト
・
モ
ノ・
カ
ネ
の

効
率
を
上
げ
て
格
付
け
の

改
善
を
図
る
方
法
等
々
、経

営
に
不
可
欠
な
情
報
を
幅

広
く
紹
介
・
解
説
し
た
。

　
第
一
回
講
座
終
了
後
に
は

懇
親
会
も
開
催
し
、後
継
者

同
士
の
積
極
的
な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
T
シ
ャ
ツ
や
バ
ッ
グ
、タ
オ
ル
、キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
、多
種
多
様
な
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
て
い
る
。

豊
富
な
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
、素
材
や

サ
イ
ズ
、デ
ザ
イ
ン
、カ
ラ
ー
な
ど
を
選

ん
で
、世
の
中
に
二
つ
と
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
作
れ
る
の
が
魅
力
。既
存

の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、自
分
が
描

い
た
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
持
参
す

れ
ば
、お
好
み
の
ア
イ
テ
ム
に
プ
リ
ン
ト

し
て
く
れ
る
。そ
ん
な
親
し
み
あ
ふ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
が
好
評
だ
。

　「
ど
ん
な
ア
イ
テ
ム
を
作
り
た
い
の

か
、ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
う
の
か
、

予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か
…
、お
客
様
が

納
得
さ
れ
る
ま
で
話
し
合
っ
て
決
め
て

い
き
ま
す
」と
話
す
の
は
、代
表
取
締

役
の
中
川
貴
之
さ
ん
。店
内
の
打
合

せ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
無
料
で
提

供
す
る
な
ど
、時

間
を
か
け
て
モ
ノ

づ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
店
の
姿
勢

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
か

ら
、「
文
化
祭
や
体
育
祭
で
使
う
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
ほ
し
い
」「
ク
ラ
ブ
活
動
の

グ
ッ
ズ
を
作
り
た
い
」と
い
う
注
文
が

寄
せ
ら
れ
る
ほ
か
、環
境
意
識
の
高
ま

り
を
受
け
、「
自
分
だ
け
の
マ
イ
バ
ッ
グ

（
エ
コ
バ
ッ
グ
）、マ
イ
カ
ッ
プ
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
依
頼
も
舞
い
込
ん
で
い
ま

す
」と
店
長
の
中
川
和
世
さ
ん
。最
近

で
は
、子
ど
も
や
孫
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

品
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
ギ
フ
ト
品
と
し
て
の

ニ
ー
ズ
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。「
私
た
ち

の
仕
事
は
、グ
ッ
ズ
を
通
し
て
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
」と
貴
之

さ
ん
。お
客
様
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
出

す
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
、地
域
社
会

の〝
絆
〞を
深
め
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
…
。二
人
の
表
情
に
は
、自
負
心
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。

Ｄｒｅａｍ

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
は
、お
客
様
の

思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

はんえいN EWS
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事
業
承
継・後
継
者
養
成
講
座（
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

財
務
諸
表
の
読
み
方
な
ど
経
営
の
基
礎
知
識
を
幅
広
く
紹
介

「
知
恵
の
経
営
」推
進
セ
ミ
ナ
ー（
実
践
編
①
）

「
知
恵
の
経
営
」報
告
書
作
成
に
取
り
組
む

　
本
所
で
は
、七
月
二
十
八
日（
水
）、九

月
開
講
の
経
営
革
新
塾
に
先
立
つ
プ
レ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、龍
谷
大
学 

経
済
学

部 

准
教
授
の
辻
田
素
子
氏
が「
中
小
企

業
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。そ
の
後
、京
都

府
の
担
当
者
か
ら
経
営
革
新
や
元
気

印
中
小
企
業
認
定
制
度
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、本
所
の
支
援
に
よ
り
、経
営
革

新
計
画
承
認
を
受
け
た
㈱
ア
ー
キ
ネ
ッ

ト
京
都 

代
表
取
締
役
社
長
の
黒
木
幹

雄
氏
が
、「
建
築
も
経
営
も
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
時
代
」と
題
し
て
事
例
紹
介
を

行
い
、取
り
組
み
の
経
緯
や
内
容
、効
果

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

経
営
革
新
塾
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

あ
れ
も
こ
れ
も
わ
が
社
の
強
み
に
！
経
営
革
新

　
本
所
洛
南
支
部
で
は
、八
月
五
日

（
木
）に
講
演
会
・
鑑
賞
会
を
開
催
し
、

地
域
の
経
営
者
な
ど
三
十
余
名
が
参

加
し
た
。

　
鑑
賞
し
た
中
島
貞
夫
監
督
の
時
代

劇「
坂
本
龍
馬
」（
一
九
八
九
年
）は
真
田

広
之
主
演
。名
取
裕
子（
お
龍
）ら
の
名

演
や
、龍
馬
が
幕
府
・
薩
摩
・
長
州
・
土
佐

の
刺
客
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
終
幕
に
、参

加
者
は
本
年
の「
龍
馬
伝
」を
重
ね
な

が
ら
堪
能
し
た
。

　
講
師
の
㈱
ツ
ア
ー
ラ
ン
ド 

代
表
取
締

役
社
長 

岡
田
榮
氏
は
、時
代
劇「
坂
本

龍
馬
」と「
龍
馬
伝
」の
対
比
を
紹
介

し
、戦
国
・
幕
末
か
ら
現
在
に
至
る
伏
見

の
魅
力
を
地
元
主
体
で
発
信
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
て
参
加
者
の
共
感

を
呼
ん
だ
。

洛
南
支
部
主
催 

講
演
会・鑑
賞
会

〝
龍
馬
〞か
ら
伏
見
の
魅
力
を
再
発
見

自分だけのオリジナルグッズを作れる。顧客の要望にとことん耳を傾け、小ロット注文にも対応するなど、地域
密着店ならではの親しみやすさが魅力。フレームつきの“タイル”に、お気に入りのイラストや写真をプリントし
たインテリアグッズが人気上昇中だとか。

中川貴之さん、和世さん

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで 毎週（火）

毎週（水）

現地派遣型（事前予約制）

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部

洛央支部
洛北支部
洛西支部
洛南支部

第1・3（木）

第2・4（木）
第1・3（月）
第2・4（火）
第2・4（水）

第1・2・3・4（金）

午後1時～午後4時
受付は午後3時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約可）

午後1時～午後5時
受付は午後4時30分まで

（事前予約制）

法　律

店舗デザイン

洛央支部（事前予約制）I 　T

不動産諸税
資産運用

税　務

雇用・労務管理

経　営

専門相談のご案内専門相談のご案内
小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

小規模事業者の皆様の経営上のご相談に
各専門家が適切なアドバイスをします。
お気軽にご利用ください。

京都商工会議所
中小企業経営相談センター

洛 央 支 部
洛 北 支 部
洛 南 支 部
洛 西 支 部

☎075 -212 -6460
☎075 -701 -0349
☎075 -611 -7085
☎075 -314 -8771

お
問
合
せ

相談分野 相談場所相談日時　間

相談無料 秘密厳守

まい
どおおきに

京都市中京区西ノ京壷ノ内町20　☎075-822-8801

法
　
律

契
約
上
や
取
引
上
の
ト
ラ
ブ
ル
（
売
掛

金
回
収
、
契
約
違
反
、
金
銭
貸
借
、
不

動
産
売
買
な
ど
）
そ
の
他
、
相
続
、
保

証
人
な
ど
の
法
律
問
題
。

経
　
営

財
務
分
析
、
生
産
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
諸
分
野
に
関
す
る
相
談
、

助
言
な
ど
。

税
　
務

所
得
税（
事
業
所
得
、譲
渡
所
得
な
ど
）、

法
人
税
、
消
費
税
、
事
業
承
継
ー
相
続

税
、
贈
与
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

確
定
申
告
の
仕
方
な
ど
相
談
、
助
言
。

不
動
産
諸
税
・
資
産
運
用

不
動
産
及
び
資
産
の
相
続
と
贈
与
・
資
産
運
用
な

ど
、
実
勢
価
格
や
公
的
評
価
を
参
考
に
税
制
面
を

踏
ま
え
な
が
ら
相
談
、
助
言
な
ど
。

雇
用
・
労
務
管
理

雇
用
に
関
連
す
る
助
成
金
制
度
の
紹
介
を
は
じ
め
、

労
務
管
理
全
般
に
関
す
る
相
談
、
助
言
な
ど
。

店
舗
デ
ザ
イ
ン

外
装
デ
ザ
イ
ン
、
店
内
ス
ペ
ー
ス
、
商
品
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、照
明
、色
彩
、そ
の
他
、個
店
の
活
力
ア
ッ

プ
の
相
談
、
助
言
な
ど
。

I
　
T

事
業
経
営
に
関
わ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
相
談
、
助
言
な

ど
。

お問い合わせ　京都商工会議所 青年部事務局
〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル６Ｆ　京都商工会議所中小企業経営相談センター内

TEL.075-212-6461　URL http://www.kyoto-yeg.jp

【会 員 数】 332名（平成22年9月13日現在）
【主な活動】 全体事業／部会／同好会・サークル／
 他団体との交流
【年会費等】 入会金6,000円   年会費24,000円
【加入資格】 京都商工会議所の会員事業所の経営者もしくは、
 原則としてその後継者であって、満20歳から45歳までの方

京都商工会議所青年部

京都YEG会員募集中!
Young

Entrepreneurs
Group

　
本
所
で
は
、会
社
の
無
形
の
強
み
の

活
用
を
図
る「
知
恵
の
経
営
」報
告
書

の
作
成
を
目
指
し
て
、七
月
十
五
日

（
木
）か
ら
三
週
連
続
で
少
人
数
制
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。参
加
し
た
八
社
の

経
営
者
ら
は
、ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
る
中

小
企
業
診
断
士
や
本
所
経
営
支
援
員

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
自
社
の
知
恵
の〝
見

え
る
化
〞と〝
魅
せ
る
化
〞に
取
り
組
ん

だ
。

　
ま
た
、事
例
紹
介
で
は
、本
所
の
支
援

に
よ
っ
て
京
都
府
の「
知
恵
の
経
営
」実

践
モ
デ
ル
企
業
の
認
定
を
受
け
た
㈲
井

口
包
丁
店
の
説
明
に
、参
加
者
は
強
い

関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　
現
在
、参
加
企
業
は
経
営
支
援
員
の

個
別
支
援
な
ど
を
受
け
、「
知
恵
の
経

営
」報
告
書
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
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京都商工会議所中小企業経営相談センター 　〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル　TEL 075-212-6467編集発行

知恵産業のまち・京都の推進

京都商工会議所

無担保・無保証人・低金利無担保・無保証人・低金利

事業所のある行政区の各支部へご相談ください（下記地図参照）

小規模事業者のための
経営改善資金融資制度
マル経  資金融資

●返済は元金均等月賦返済（残債方式で、利息は毎月減額）
●信用保証協会による保証も不要
●融資限度額の範囲内で、マル経の借替の利用もＯK
●返済期間は、設備：10年以内　運転：7年以内
　（運転資金1年以内、設備資金2年以内の据置も可）
※ご相談の内容によっては、ご希望に沿えない場合があります。

●従業員数が20人以下（商業・サービス業
　では5人以下）の事業者の方
　（ただし、法人役員、家族従業員、パートは除く）

●従前から商工会議所の経営指導を受けている方
●所得税・法人税・事業税・住民税を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種の方
●京都市内で、最近１年以上営業している方

融資の条件

利用の対象 融資限度額
1,500万円
（設備・運転を併せた限度額）

金　利
1.85％

（平成22年9月10日現在）

（手数料無料）

ご相談
ください

TEL 075-212-6467・6460
FAX 075-256-9743
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル6階・1階

（上京区・中京区・下京区・
　　　　 東山区・山科区）

本部・洛央支部

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄

烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル

烏丸御池駅

丸
太
町
駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

TEL 075-314-8771
FAX 075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション１階

（右京区・西京区）洛西支部

西
院

く
め
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階

●
東
京
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

嵐
電
西
院
駅

●●
京都銀行

西
院
駅

京都中央
信用金庫

西
大
路
通

佐
井
西
通

佐
井
通

四条通

阪
急
京
都
線

京
福
嵐
山
線

●
京
都
信
用
金
庫

TEL 075-611-7085
FAX 075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 京都総合サービス第2ビル1階

（伏見区・南区）洛南支部

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市

呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

京
都
総
合
サ
ー
ビ
ス

第
2
ビ
ル
1
階

No.

158
2010年

9月20日発行

が
ん
ば

る経
営

応 援 し ま
す
！

TEL 075-701-0349
FAX 075-791-8505
京都市左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階

（北区・左京区）洛北支部

アトリエフォー
1階

〒
●

バ
ス
停
　

高
木
町
○

バ
ス
停

○
高
木
町

●
京
都
銀
行

北大路通 高木町
交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●

松
ヶ
崎
通

下
鴨
本
通

商工会議所の推薦による
国（日本政策金融公庫）の融資制度です

　ち
ょ
っ
と
し
た
経
営
の
課
題
や

法
律
・
税
務
な
ど
専
門
的
な
相

談
、運
転
資
金
や
設
備
資
金
な

ど
の
悩
み
、従
業
員
の
福
利
厚

生
や
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

…
。
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
は
、「
中
小
企
業
経
営
相
談

セ
ン
タ
ー
」に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、市
内
四
ヵ
所

に
支
部
を
設
置
し
、経
験
豊
か

な
経
営
支
援
員
が
多
様
な
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の

相
談
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ら
な
る
利
用

環
境
の
向
上
と
経
営
支
援
活
動
の
強
化
を
め

ざ
し
て
、各
支
部
の
移
転
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
九
月
、洛
央
支
部
が
烏
丸
御
池
か
ら
京
都

商
工
会
議
所
ビ
ル
一
階
に
移
転
し
た
の
を
は
じ

め
、洛
西
支
部
、洛
北
支
部
、洛
南
支
部
が
そ
れ

ぞ
れ
大
通
り
に
面
し
た
ビ
ル
一
階
の〝
路
面
〞へ

と
順
次
移
転
を
完
了
。最
寄
り
の
駅
な
ど
に
も

近
く
な
り
、利
便
性
が
さ
ら
に
向
上
し
ま
し
た
。

各
支
部
と
も
遠
く
か
ら
で
も
分
か
り
や
す
い
看

板
を
掲
示
し
、事
務
所
も
ガ
ラ
ス
張
り
で
オ
ー
プ

ン
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、個
別
の
相
談

ブ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、今
ま
で「
敷
居
が
高
い
」

と
感
じ
て
い
た
方
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
い
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
経
営

課
題
を
解
決
し
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
て

い
く
た
め
に
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も
身
近
に
相
談

で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
で
す
。本
セ
ン
タ
ー

で
は
各
支
部
の
移
転
を
機
に
、豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域
密
着
型
の
支

援
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。ま
す
ま
す
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
本
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
を
ぜ

ひ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

京都・中小企業応援センター発足！
専門家派遣を通じて、あなたの会社の
高度・専門的な経営課題の
解決をサポートします！

　「新商品・新サービスを開発したい！」「そろそろ後継者
に事業を譲りたい！」「ITを活用して業務を効率化したい！」
など、中小企業を取り巻く多様な経営課題の解決をお手伝
いすべく、経営支援員と中小企業診断士や税理士な
どの専門家が連携してサポートします。
　まずは、お気軽に本所の各支部、または知恵ビジネ
ス推進室の経営支援員までご相談ください。

【支援内容】
❶新事業展開
（経営革新認定・地域資源活用・農商工等連携・新連携）
❷創業、事業再生及び再チャレンジ
❸事業承継
❹ものづくりの高度化
❺新たな経営手法への取組み
（ITを活用した経営力強化、知的資産経営）

相談無料

■京都商工会議所　知恵ビジネス推進室
 TEL.075-212-6470
■㈶京都産業２１ TEL.075-315-8660
■京都府商工会連合会 TEL.075-314-7151
■㈶京都高度技術研究所 TEL.075-366-5222
■京丹後市商工会 TEL.0772-62-0342
■長岡京市商工会 TEL.075-951-8029

京都・中小企業応援センターとは･･･
　４月より、京都府内の６つの中小企業支援団体がコン
ソーシアムを結成し、「京都・中小企業応援センター」を
発足しました。
　お近くの支援機関でもご相談いただけます。

路面移転
で

  経営支
援活動を

強化

がんばる経営を強力にサポート

相談窓口がさらに身近で便利な存在に！
　中小企業・小規模事業者の皆様にとって最も身近な経営パート
ナー、それが「中小企業経営相談センター」です。相談窓口として市
内４ヵ所に設けている各支部のビル１階への移転も完了し、より便利
で親しみやすい存在へとパワーアップ！今まで以上にきめ細かく、地
域に密着した支援を行い、多くの皆様に満足を提供していきます。

丸太町通

御池通
地下鉄東西線

四条通

五条通

JR京都線

JR嵯峨野線

北大路通西
大
路
通

天
神
川
通

京
阪
本
線

九条通

丹波橋通

下
鴨
本
通

堀
川
通

葛
野
大
路
通

烏
丸
通

地
下
鉄
烏
丸
線

阪
急
京
都
線

鴨 

川

出町柳駅

河
原
町
通

京都駅

阪
神
高
速
京
都
線

洛南支部

洛北支部

洛西支部

洛央支部

本　　部

近
鉄
京
都
線

丹波橋駅

丸太町駅

西院駅


